
「市の考え方の区分」

№ 意見の概要 市の考え方 区分

1
【表紙】
タイトルは２０２１～２０３０と西暦を使う。

表紙のタイトルについては、ご指摘を踏まえて、
西暦に変更いたします。

◎

2

【将来都市像　２ページ】
2ページにわたり将来都市像の説明をしているが
再検討の余地がある。
これまでの総合振興計画の将来都市像を見ると
根幹に環境があり次期計画に継承されて来てい
る。
第1次（～１９９０）：「あおさみなぎる文化都市」、
栁下潔市長
第2次（1991～２０００）：「みどり豊かな人間都
市」、田中茂市長
第3次（2001～２０１０）：「みどり豊かな人間都市」　
田中茂市長
第3次後期計画2006～２０１０）：「みどり豊かな人
間都市」野木実市長
第4次（2010～２０２０）：「みんなでつくる快適環
境都市」松本武洋市長

第五次和光市総合振興計画の将来都市像につ
いても、「みんな」という表現を引き続き使用して
いるほか、それぞれのコンセプトについては、第
四次和光市総合振興計画から継承し、環境を含
むこれまでの将来都市像において大切にしてき
た様々な事柄についても配慮したものとしており
ますので、ご理解をお願いします。

△

3

【将来都市像　２ページ】
将来都市像は、とても良いと思いました。「ふるさ
と」まちへの愛着形成に、
子どもたちの参画を盛り込んで頂きたいです。
理由は、子どもたちにとって、ふるさととは、地域
の人に見守られて沢山遊んで育つことのできる
街です。子どもの権利の中にも遊ぶこと、余暇を
たのしむことがあります。
１０年後の市民は、子どもたちです。もっと子ども
たちが参画して地域の人と触れ合うことのできる
体験が子どもたちを豊かに育てます。転出入の
多いこの地域だからこそ必要だと感じています。

ご意見のとおりですので、「ふるさと」の説明文の
最後の２行について、以下のように見直します。

「また、未来を担う子どもたちをはじめとする市民
の方々が、本市に愛着やシビックプライドを持っ
て、自らまちと触れ合っていくことを通じ、本市を
「ふるさと」と感じ、いつまでも住み続けたいと思
えるようにしていきます。」

◎

4

【将来都市像　3ページ／市民生活の目標像　４
ページ】
「シビックプライド」などは注記してまでカタカナ
にする必要はなく「市民としての誇り」で意味が
伝わる。例えば、目標像１２は、「市民が誇りを持
てるまち」とする。

シビックプライドについては、単に誇りを持つとい
うことだけではなく、自らがまちづくりに主体的に
参加するといった意味が込められたものであり、
より前向きな考え方への転換を目指す観点か
ら、シビックプライドという言葉を使用する原案の
とおりといたします。

△

5

【SDGsへの取組　6ページ】
本件の内容は、Ｐ６で詳細説明されており、ｐ７で
各施策がＳＤＧｓのどこに当たるか図で突合して
まで説明することはない。むしろ、目標１１の持続
可能な都市を初め随所にみられる「持続可能
性」の重要性に着目して、和光市の将来都市像
を「みんなをつなぐ持続可能な都市、和光」とす
ることを提案する。

ＳＤＧｓの推進にあたっては、それぞれの主体が
取り組むこととＳＤＧｓのゴールとの関係性を明確
にすることが、官民問わず一般的な手法となって
いることから、図での対照を示すことにいたしまし
た。
後段の持続可能性の概念については、将来都
市像における「つなぐ」において込めるとともに、
環境保護面の観点における持続可能性につい
ては随所に織り込んでいますのでご理解をお願
いします。

△

パブリック・コメントの意見の概要と市の見解
対象案件：第五次和光市総合振興計画基本構想（素案）
実施期間：令和２年６月２日（火）～６月２２日（月）
意見数：２0名５４件

◎：意見を反映し案を修正した 　 ○：意見を一部反映し、案を修正した　　△：案を修正しなかった。　　□：その他
（感想、この案件以外への意見等）
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6

【基本戦略　8ページ】
８件挙がっているが、いずれも重要であるがｐ１３
の施策の一覧に表記しておらず位置づけが不
明確である。８件を重点プランとして施策体系表
（図）に組み入れて他と区別すればよいのではな
いか。

ご指摘を踏まえ、基本戦略と施策との関係性を
明確にするため、資料編にて一覧表を示すこと
といたします。

○

8

【施策の一覧　13ページ】
第4次計画まで、施策は所管で括っているこれに
は役所の縦割りという事情があると思うが分かり
やすい。
施策の一覧　ｐ１３にある施策49件は第4次の65
件とほぼ変更はなく、第4次では「構想の実現に
当たって」協働、行財政改、透明性を高めて地
域経営として12件挙げているがいずれも重要と
思う。変えるところは変え、維持するところは継承
していけばよい。

施策を所管で括った方が分かりやすいという考
え方もありますが、第五次和光市総合振興計画
は和光100年まちづくり会議をはじめとする市民
参加を基礎とした計画としていく観点から、施策
体系については、市の組織に捉われず市民生
活目線での括り方を優先することとしました。

△

7

【基本戦略　10ページ】
和光市は、東京都に隣接し、埼玉県内としては
最も都市化が進んでいる「街」の一つと言えると
思います。特に、板橋区に接する白子地域で
は、無秩序にマンション建設がラッシュを迎えて
いるのが現状です。ところが、そんな開発のすぐ
隣には、和光らしい昔からの豊富な湧き水があ
り、その周辺の緑があり、潤いのある町、住みや
すい街としての可能性も秘めています。このよう
な潤いが、和光に住み続けたいと望む大きなポ
イントです。開発中のすぐ隣にある「白子湧水
群」というわき水と緑地がありますが、このような
自然の宝は、一度失うと二度と元には戻らないも
のです。市民全体の財産で、「和光プライド」で
はないでしょうか。このまま無秩序な開発が進め
ば、この和光の良き特徴も失われてしまいます。
将来像を描く総合振興計画策定の時を迎え、上
記のこのような状況をとらえ、住み続けたい和光
の町として、湧き水や緑をみんなの力で残そう、
失う前に、という目標をはっと示す必要がありま
す。市民生活の目標像のなの視点③「心豊か
に、満足度の高い生活が送れる」項目に、「湧き
水や緑地を残し都市と潤いが共存する街」を目
標に加え明記することを望みます。8～10ページ
の「描く未来の実現に向けた基本戦略」では、基
本戦略が8項目ありますが、もう一つ重要な項目
があり追加していただきたい項目です。白子地
域の湧き水や緑地、熊野神社を含む白子宿が
一体となり、和光にとって重要な自然と歴史があ
ります。この地は白子湧水群の中心としての自
然（湧き水と緑）と、白子宿としての歴史が、一体
となった安らぎの町エリアです。基本戦略9として
10ページに明確に示すべきと考えます。地図上
にも「自然と歴史（白子宿）の交差点」の明記を
求めます。白子地域はマンション建設が進行中
ですが、そのすぐ隣に接して「和光の宝」湧き水
と緑があり、白子宿の歴史とともに、市民が望む
安らぎのある都市環境がこの地域の特徴です。
失われてしまう前に「和光版トラスト制度」を立ち
上げ、自然と歴史を次世代へ残していくことを要
望します。

ご意見のとおり、本市としても湧き水や緑地につ
いて、次世代に伝えるべき和光の宝と捉えており
ます。そのため、総合振興計画では、施策12-3
に湧水・緑地の保全と再生の施策を盛り込み、
市民が身近に豊かな自然を感じられるよう取り組
んでまいります。
緑地トラストについては、市民の方々を交えて検
討を進めているところですが、現時点では総合
振興計画に明記できるほどには熟度が高まって
いないため、明記は見送ることといたします。

△

2 ページ
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9

【目標像と個別施策の読み方　14ページ】
目標像について現状と目標年のＫＰＩを挙げてい
るが、施策については記載していない。中間見
直しにおける事務事業評価（Ｐ１００）をするなら、
施策についても指標を記載できると思う。指標は
ＰＤＣＡの基本と思う。

個別施策レベルでの数値目標などについては、
総合振興計画において10年の期間などで設定
するよりも、毎年の事務事業評価の中でより短い
期間でＰＤＣＡサイクルを回すことがマネジメント
上有効であることから、個別施策ごとでの目標値
の設定は行っておりません。

△

10
【目標像と個別施策の読み方　14・15ページ】
フォントの拡大　ｐ１４、ｐ１５文字が小さすぎる。

ご提案いただいた点を含めまして、デザイン面に
ついては、製本版のデザインを進めるなかで改
善してまいります。

◎

11

【施策1-5　22ページ】
マイナンバーカードによるコンビニでの証明書の
取得や水道料金のクレジット決済サービスなど
導入をお願い致します。

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、様々
な非来庁型のテクノロジーが生まれてきています
ので、ご提案いただいた方法を含め、より来庁を
伴わず各種手続きが可能となるように検討してま
いります。

□

12

【施策1-7　24ページ】
⑤地球温暖化対策の推進
東京ガスグループは、地球温暖化対策の柱であ
るＣＯ２排出量抑制に向けて、省エネ機器普及
推進、効率的なエネルギーの活用等のご提案を
実施しております。中でも家庭用燃料電池「エネ
ファーム」は、発電した電気を家庭内で利用し発
電の際に出た熱も給湯に利用するなど環境にや
さしいシステムで、家庭からのＣＯ２排出を大幅
に削減し、エネルギー効率も高く環境への負荷
軽減に貢献することができます。
本施策の具体的な展開にあたっては、貴市のご
支援のもと、家庭用燃料電池の普及促進につい
て弊社は貢献できると考えています。

個別の事業活動の内容について、市政の大枠
を示す総合振興計画に明記することはできませ
んが、ご提案ありがとうございました。

□

13

【施策1-7　24ページ】
⑥ごみ減量の推進
東京ガスグループは、「未来を担う子どもたちに
エネルギーと環境の大切さを伝える」ことを目的
として、学校教育支援活動を実施しております。
その中のプログラム「はじめよう！エコ・クッキン
グ」では、地産地消の推進・食材の有効活用等、
環境にやさしい食事作りを体験することから、ご
みの削減についても実践しながら学びます。本
施策の具体的な展開にあたっては、貴市のご支
援のもと、エコ・クッキングの認知度向上および
普及促進について、弊社は貢献できると考えて
います。※エコ・クッキングは東京ガス㈱の登録
商標です。

個別のプログラムの実施について、市政の大枠
を示す総合振興計画に明記することはできませ
んが、ご提案ありがとうございました。

□

3 ページ
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14

【目標像2　26ページ】
(意見)　素案P26下段に掲載される、「自転車な
ど環境に優しい乗り物を活用します。」とする表
記を削除せよ。そして、自転車の利用を極力控
えるような内容での大幅な修正案にせよ。特に、
自転車利用者と自転車台数を減らす目標値を
設定していただきたい。
(理由)　和光市の歩道を我が物顔に走る暴走自
転車が多い現状において、自転車ドライバーを
つけあがらせる、この内容は不愉快極まりない。
歩行者よりも自転車走行車が歩道で優先されて
いると勘違いしているドライバーが多いだけに、
歩行者にとって自転車は環境に厳しい乗り物と
なる。ましてや、電気自転車やママチャリ等の重
量の思い暴走自転車は、殺人兵器そのものであ
る。結果、歩行者にとっての安全な歩行機会も
奪われることとなる。殺人兵器を運行させる自転
車ドライバーのマナー向上に絶対数として今後
も期待できないなら、自転車は歩行者にとって悪
しき外敵となる。移動手段のためと称し、歩行者
の権利よりも自転車走行車の権利を優先させる
かのような本件計画案こそ早急に廃棄せよ。むし
ろ自転車の利用は極力控えるような周知徹底こ
そ望ましい。また、大方の歴代全国首長と全国
歴代地方議員が、自転車走行市民からも選挙
票をもらいたいがための思惑もあり、当施策に本
腰を入れてこなかった背景もあった。新型コロナ
ウイルスの影響下で自転車利用者が急増してい
る昨今だけに、今後も歩行者にとって厳しい状
況が続くとなれば、相当な覚悟で企画部は対処
すべきである。
（Mさんによる意見）

自転車利用の交通マナーについての課題はご
ざいますので、施策２－３で示した交通安全対
策を推進してまいります。
なお、必ずしも市内の公共交通が充実している
とは言えない本市の現状としては、自転車利用
をはじめとする多様な移動手段を市民に活用し
ていただく必要がありますので、自転車利用を
排除するのではなく、歩行者との共存を図る方
向での施策を推進してまいります。

△
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16

【施策2-3　30ページ】　
(意見)　自転車ドライバーが走行中、歩行者に衝
突し衝撃の肉体的苦痛を与える人身事故を起こ
した際、ドライバーは、すみやかに警察へ連絡
し、警察、加害者、被害者の3者立ち合いの元に
現場確認を実施する旨をママチャリ、小中学生
も含めた全ての自転車ドライバーに周知徹底を
せよ。そして、その啓発方法を企画部は5年スパ
ンの試行錯誤で念入りに試案し、道路管理課や
各関係所管に指示願いたい。
(理由)　一昨年4月1日付け発行の埼玉県県民
生活部防犯交通安全課のチラシの内容に、「自
転車保険への加入が義務になりました!」、「自転
車事故の高額賠償事例9,521万円・神戸地裁、
平成25年7月」等がアピールされている。しかし、
保険の加入が無くとも罰則はないので、実質、骨
抜き条例である。そして、被害者が加害者に賠
償金を求めることが可能となるのは、上記意見案
のように、警察官を呼んでの双方の現場確認
あっての成立となる。この流れを知らない教育関
係者も多いだけに話にならない。それなれば、
小中高の社会科の試験に、人身事故時の警察
現場確認の重要性を繰り返し試験に出すこと
で、学生にも周知徹底するように、企画部が教
育委員会へ要請し続ける計画案も不可欠とな
る。　
（Mさんによる意見）

ご意見をいただいた自転車と歩行者との人身事
故にあたっての適切な対応を自動車利用者に
啓発することについては被害者の方の保護の観
点から重要な観点ですので、事業実施にあたっ
ての留意事項として、ご意見は担当課にお伝え
いたします。

□

15

【施策2-2　29ページ】　
(意見)　和光市民・通勤者の新型コロナウイルス
対策の一環として、平日の午前10時から午後4
時までに和光市駅から乗車 (帰宅の際は新宿や
有楽町から乗車するケースも同様とする) すれ
ば、通常料金の3分の1以下とする特別回数券な
いし、上記時間帯に限り、ポイントの溜まりやす
い特殊PASMOの発行をするべく、メトロと東武鉄
道と和光市が連携し、それを発行することで、満
員電車回避策となる。むろん通勤者のみの対象
となる。当然、和光市が割引分を負担する予算
計画案を実施願いたい。
(理由)　当ウイルス問題が終息するのに、4年以
上先になるとする専門家の見立てもある。その
間、住民税等の負担をしていただく、働き手の健
康維持に立ち塞がるのは当ウイルス問題であ
る。今後、大方の業種の売り上げが減少の一途
を辿るだけに、経営者は各社員の交通費負担に
も難色を示すとなれば、この意見案はテレワーク
可能の環境になく、経営状態の悪い会社にとっ
ては渡りに船となろう。各企業は、遅番通勤者と
早番通勤者を積極的に分けることで、最悪、行き
か帰りのどちらかの時間帯で満員電車回避とな
ろう。距離換算で見れば、和光市から渋谷ライ
ン、そして、和光市から有楽町ラインの区間等が
浮上する。上記時間帯の現況で、関連2社の場
合、10枚買えば、4枚分無償追加となる回数券を
発行しているが、これを10枚買えば、3倍の30枚
分が発行されるシステム構築案となれば、この時
間帯に勤務体制を構築したがる企業も多くなろ
う。状況が好転すれば、週4日や週3日のシフト
体制も組みやすくなる。結果、分散化通勤に拍
車もかけやすい。具体的な利用の仕方や予算
案は、企画部による5年スパンの試行錯誤に期
待したい。
（Mさんによる意見）

ご提案の内容については、鉄道会社が主導して
取り組む場合を除いては実現が難しいものと考
えます。また、そのような施策を鉄道会社が立案
するとした場合、都内企業の勤務体制が大幅に
見直されることが見込めることが前提になるかと
思いますが、そこまでの抜本的な生活様式の変
化が生じるかどうかは現段階で見通すことができ
ませんので、総合振興計画に反映することは難
しいものと考えます。

□

5 ページ
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【施策3-1　34ページ】
③防災設備や情報伝達手段の計画的な整備
近年は地震のみでなく様々な自然災害が発生し
ており、災害時の防災拠点・防災設備において
は、法令で定める非常用発電機以外にも避難住
民のための「電源の確保」は不可欠であり、エネ
ルギーの多重化による強靭性の向上が求められ
ています。
常時・非常時に活躍する都市ガスの発電システ
ムは、その強靭性が高く評価され、多くの災害時
拠点・防災設備での電源多重化を支えるシステ
ムとして導入されております。
本施策の具体的な展開にあたっては、都市ガス
によるエネルギーの多重化・強靭化についも検
討していただくようお願いいたします。

個別の事業活動の内容について、市政の大枠
を示す総合振興計画に明記することはできませ
んが、ご提案ありがとうございました

□

18

【施策3-4　37ページ】
人権教育→教職員に対する人権問題への正し
い理解を深める研修を充実させます。
とは具体的にどのような内容か。
今、先生方に正しい理解が深まっていない点が
あるすればそれはどのような課題であるのか教
えて頂きたいです。

人権問題については、社会の変化に伴い、常に
新たに配慮するべき事柄などが生じることから、
人権問題に関する教職員の理解をアップデート
していくため継続的に研修などを行っていくとい
う内容です。現在具体的に特定の人権問題に
ついて教職員に正しい理解が深まっていないと
いうことで重要な課題がある状況にはありません
が、今後も引き続き、教職員の人権問題への正
しい理解を深めていくよう取り組んでまいります。

□

6 ページ
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【目標像4　40ページ】
こちらへの投稿で良いのかわかりませんがご一
読いただけるとありがたいです。
ネウボラ支援の一環として発達の凸凹がある子
どもを持つ親の負担軽減のため、データベース
作成をお願いしたいです。赤ちゃんの時から中
学生になった今でもあちこちで生まれた時の体
重から首が座った時期　言葉の発達　排泄関連　
相談履歴　通院履歴　服薬履歴　困りごとはなん
なのか　等々の提出が求められます。　正直毎
回とても疲れますし報告に漏れがないか思いつ
かないものがあったのではないかいつも考えま
す。もちろんそのときに新しく提出することに意
味のある内容の質問もあると思いますのでそれ
はそのときにお答えする必要があるはずです。し
かしほとんどのことはデータベースとして登録し、
各相談機関や保育園　学校　でそれを見て確認
した上で保護者に現状を聞き取りすれば済む話
ではないでしょうか。市内で利用していただく分
には共有してもらって全く構わないと思いますし
共有してもいいかどうかは本人が選べれば良い
だけの話です。各々で手を加えることができる部
分もあると保護者が書き足していかれます。
現在14歳の息子の話ですが、就学相談で散々
色んな検査を受けたのち、小学校の校長との面
談がありました。何の情報も先方の手元には届
いておらず、まず聞かれたことは排泄は自分で
できますか？でした。ショックでした。中学入学の
際には入学半年前に小学校で受けた知能検査
の結果のコピーを入学後の支援の助けになれば
と預かっていただきたく持参したら個人情報です
のでこちらでは預かれませんとよく見もせず返さ
れました。校長先生との面談ではやはりお困りの
ことは何でしょうかと何の情報もないまま一から説
明する事態でした。お世話になる側ですから、
あぁまたかと思いながらもお話しするだけでし
た。私達は日々子育てに悩み葛藤し生活してい
ます。試行錯誤し、あちこちの相談機関に助けを
求め、生まれた時にまで遡り、これまでの困って
きた歴史を何度もお話すること、たくさんの書類
に毎年アレコレと記入することは大切な親の役
目とわかりながらも出来れば簡潔に済ませたいこ
とです。個人情報保護の観点から　縦の情報共
有が難しいことも理解できますが、実現されれば
非常にありがたい保護者支援になるかと思いま
す。必要であれば市外や民間への提出にも使え
るとなおありがたいです。ちなみに埼玉県で発行
されているサポート手帳も持っていますがあまり
使い勝手は良くありません。よろしくお願いしま
す。

お子様を育てられている中での様々な場面にお
いて、不快な想いをされていることのお声をいた
だき、ありがとうございました。
いただいたご意見を受け、改めて関係部署と協
議のうえ、市で有している情報については事前
に丁寧に確認をしたうえで保護者の皆様と接す
るべきであることなどを明確にする観点から、施
策４－４の特別支援教育の充実の取組の中で、
「児童生徒に対して、丁寧な対応をしていくととも
に」という記述を計画上も明記し、現場の意識を
より高めていくことといたしました。
なお、ご提案いただいたデータベースを広く共
有するという方法については、個人情報保護の
観点や子どもに関する情報は極力限定的に取り
扱うことを希望される保護者への配慮なども考え
ると、一律的にそういった運用を行うことは難しい
ですが、制度上情報共有することが可能な場面
においては、より丁寧な情報共有を心がけてま
いります。

〇
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【目標像4　40ページ】　
(意見)　和光市小中学校1クラス生徒20名以下の
基準を未来永劫に渡り、継続し続ける計画案に
して下さい。
(理由)　学級1クラス20名定員は、各自治体教育
界の念願。それにも関わらず、緊急事態宣言解
除により、和光市内小中学級1クラス20名から40
名近いクラスへと逆戻りしている昨今である。そ
のため、教室の広さは以前のままであるため、
90cmか80cm間隔の3密状態のクラスとなってい
る。梅雨明けの真夏にカリキュラムの遅れを取り
戻すべく、夏休み短縮の真夏の授業はマスクを
している受講生徒には特に応えるだろう。次に当
素案では、個性を育む教育を提唱しているので
あれば、新型コロナウイルス問題に関わらず、最
低20名以下のクラス定員は今後も遵守していく
べきである。なぜなら、旧態以前の三密状態で
あればあるほど、先生の目は生徒に届きにくい。
その三密状態が人間関係の切迫感を生み、各
生徒のストレスも溜まりやすい。結果、生徒間の
トラブル、いじめ問題、そして不登校生徒の増加
へと向かう。これまでの教育は、生徒たちに三密
状態を強いることで成立していた感が強い。それ
により、個性よりも協調性を優先する教育形態が
優先されてきた。特に合唱教育や班単位制のク
ラス運営はもってのほかである。オランダやデン
マークの教育形態は、まずもって限りない少人
数教育制度が土台となっている。現況の文科省
学習指導要領に抵触しない範囲であれば、教育
委員会と和光市は斬新なアイデアで実践すべき
である。まず、系統性の強い理数系と英語のカリ
キュラム最優先は今後も継続する。将来、読書
能力があれば、いつでも取り戻せる国語と社会
の授業時間を極力減らす。体育はウォーキング
等の健康志向の授業へシフトする。特に趣味性
の強い音楽、美術、技術家庭は今後も週1時間
とする。むろん、体育会系の部活は無条件で廃
止。スポーツ活動は、地元有志の各スポーツクラ
ブへと委ねる。そうすることで、最大1日、6時間
授業にも成り得る状況を最大1日、4時間授業ま
でに抑制することで、生徒の三密状態時間を大
幅に縮小する。しかし、これだけでは駄目。午前
と午後の二交代制を実施することで、20名学級
継続の実施を模索する。午前の部は、朝8時から
12時まで、午後の部は、昼1時から夕刻5時まで
とする。むろん、土曜の午前中も活用する。そし
て、不足する理数系の臨時講師を確保すべく、
東京大学や早稲田大学の理数系大学院と業務
提携することで、現在も就職を拒む暇な大学院
生を臨時教員として発掘する。これにより、教員
のローテーションをカバーする。結果、20名クラ
ス制なら、飛沫感染抑制の携帯マイクも利用し
つつ、生徒間距離2M確保を可能とする。そし
て、生徒たちと教員にマスク不要の授業を可能と
するばかりか、個性を育む教育実施の可能性へ
と進展する。しかし、これでも最低カリキュラム消
化を難儀するなら、40名三密授業時間体制もあ
る程度、併用する妥協案も模索することとなる。
以上の視点を考慮しつつ、和光市と教育委員会
が上手く連携しつつの英断を早急に求めたい。
（Mさんによる意見）

新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言
解除後の段階的な措置として、６月１日（月）から
１２日（金）までの期間に分散登校をしていたこと
を指して、学級１クラス20名定員と言われている
ものと理解しておりますが、子どもたちに必要な
教育を受けてもらうためには、常に午前・午後に
分けた分散登校を継続するのは授業時数として
不可能です。後段でご提案いただいている午後
の部を夕刻５時までとするなどしたうえで、時間
数を確保する方法につきましても、子どもたちに
適切な生活リズムを身に着けてもらうといった生
活指導上の観点から現実的ではありません。
また、削減のご意見をいただいているカリキュラ
ムについても、多くの専門家や学校関係者によ
る意見を踏まえて作られた学習指導要領に基づ
き練られた内容ですので、本市独自で抜本的に
異なることは難しく、出来たとしても慎重に検討
する必要があります。
なお、仮に、分散登校ではない形式で、20名定
員を実現するとした場合には、新規校を大量に
建設したり、加配の教員の人件費を市で負担し
たりといったことが必要であり、財政的に困難で
あると考えております。

（※「午前と午後の…」以降の文章について、和
光市総合振興計画審議会第６回会議での資料
において欠落しておりました。お詫び申し上げま
す。）

△

8 ページ
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【目標像4　40ページ】
子どもたちの育ちについて。
学童やわこうっこ、学校周辺の応援団やそしてそ
の繋がりを充実させることは大切だと思います。
ただそれだけでは、狭い世界での暮らしに生き
づらさを感じる子どもたちにとっては何の解決に
もなっていません。学校学区学年から離れた地
域の居場所を作っていくことも大切だと思いま
す。

子どもたちにとって和光市が愛着のある故郷に
なるためには、『自分たちが主体になって和光市
で何かに挑戦した、やりとげた。和光市でおも
いっきり遊んだ。』という体験が必須だと思いま
す。遊びの記憶というのは深く心に刻まれるもの
です。子どもたちが大人になって「あーあのとき
あんなことして遊んだな〜」と思い出すような街
づくりをして欲しいです。

目標としては子どもの主体性、自主性など書か
れているものの、現実は大人がお膳立てした場
所やプログラム、管理の下で、『親が家にいない
間に過ごす場所』を作っているようにも思えま
す。大人だけが関わって作ったつまらない箱物
をこれ以上増やして欲しくないです。

子どもたちが安心して過ごせる居場所を作るた
めには、休日のレジャーのような特別な思い出で
はなく、毎日の体に染み込む体験（あそび）が重
要です。
市内のおじちゃん、おばちゃん、おじいちゃん、
おばあちゃん世代を越えた交流は遊びから生ま
れると思います。市外からプロを呼び込むので
はなく、地域の力を是非活用して自分たちの和
光市を作っていける橋渡しを市にしていただけ
たらいいと思います。

正にご意見のような地域づくりを市民の皆様と一
緒に進めていくことを目指した今回の第五次和
光市総合振興計画となります。現実的な保育
ニーズ等の確保の観点から、大人の管理下での
場も一定程度は必要となりますが、子どもたちの
主体的な活動や地域とのつながりを大切とした
まちづくりを進めてまいります。

□
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【施策4-1～4　42～45ページ】
今回の緊急事態宣言に伴う長期の休校にあた
り、学校のオンライン対応は大変残念な結果で
あった。今後のICT教育を進めるためにも、イン
フラを含めた環境整備が必要だと思う。不登校
の児童、病気や障がいを持つ児童、外国籍の児
童など、多様化している現状をもっと効率的にサ
ポートできないものか。オンライン、またはタブ
レットなどの補助教材で教育が受けられるような
環境整備に取り組んでみてどうか。
構想に書かれている様々な理想を実現するため
には、職員の研修と学習支援員だけでは無理が
あるように思う。教育の質を高め、かつ学校の労
働環境を改善するなら、環境の構築と運用のた
めに各分野の技術者や専門員を配置し、専門
的な分業をおこなうべきではないか。
ICT教育やプログラミング、各地の情報やデータ
の分析とカリキュラムづくりを、日々の授業と児童
の指導をしながらできるものではない。不登校の
対応や部活動にしても、現場の教師になんでも
屋をやらせることは、もはや時代に逆行している
と思う。
「世代交代が進み、優れた指導法の継承や若手
とベテランの連携など、学校の組織運営の改善
が求められています。」とあるが、臨時採用や単
年度契約の教師の待遇を早急に改善することが
望ましい。

今般の新型コロナウイルス感染症を踏まえたICT
環境の改善等については、本パブリックコメント
のほか、様々な方から意見をいただいており、総
合振興計画においてもICT環境の改善について
より踏み込んだ記述を行うとともに、いわゆる
GIGAスクール構想の推進などの取組を喫緊に
進めてまいります。
臨時採用や単年度契約の教師の待遇改善につ
いては、ご意見を担当課にお伝えいたします。

〇

23

【施策4-2　43ページ】
課題解決に向けては、第一に子どもたちの自己
肯定感を高めることですが、学童やわこうっこクラ
ブなどの人間関係の変化に乏しい学校の中、ま
たは公共施設等の管理された環境下では、人
権教育は難しいと考えます。 自分が何をやりた
いのかを知っているということは、自ずと自らを大
切にする心を伴う状態。子どもがどこでどう過ご
すのか、どう遊ぶのかを選択できる環境がなけれ
ば、民主主義の第一歩、自らの子どもの権利を
自覚し発言することが難しいからです。 共働きの
親が多い中、子どもたちは一様ではありません。
地域の大人の見守りの中で安全に遊ぶことも選
択できるような環境整備が必要です。NPOや市
民団体が行っているプレーパークや自治体の子
ども会等の活動の中で見えるものと学校で見え
るものを、複合的に同時に把握するべきだと思
います。コミュニティスクールには、地域で子ども
の活動をする各団体から必ず参加し、子どもの
権利と育ちを社会全体で考えていく制度が求め
られていると思います。

ご意見のとおり、子どもたちが多面的な経験をす
ることは、自己肯定感を高める観点からも、人権
意識を高める観点からも大切なことであると捉え
ております。そうした想いを将来都市像「みんな
をつなぐワクワクふるさと和光」の随所に盛り込ん
でおります。

□

10 ページ
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【施策4-5　46ページ】
コミュニティ・スクールの推進のため、組織体制
の整備・充実とあるが、実際には地区社協を含
め人材の固定化、兼業化が問題となってるので
はないか。だからこそ、既存の学校支援組織に
ばかり目を向けていては新しい風や人材は確保
できないと思う。学校を核とした地域づくりを目指
すならば、地元の企業や生涯学習の分野で活
躍する市民に協力を仰ぐなど、横断的な人材と
情報の活用を。

ご指摘の課題については、本市としても認識し
ております。地域の様々な団体や個人の方との
連携を図っていきたいと思います。

□

25

【施策4-5　46ページ】
家庭や地域社会との連携・協働による教育の推
進に追記お願いします。
施策の目標に学校を核とし、地域社会福祉協議
会、地域NPO団体、子どもの遊び場プレーパー
クなどと連携及び協働した地域学校協働活動を
目指します。
理由は、学校に行きにくい子どもたちが繋がれる
場として子どもたち市民と一緒につくる遊び場
は、声を集めやすい学校とは、違った地域の人
とのふれあいや体験学習の場として学校と連携
することで子供にとって理解を深め一緒に緒を
つかめる手がかりになるからです。
子どもたちが思いっきり遊べて豊かな体験の中
で自分の気持を安心して表現できる場多世代で
交流できる居場所というのを加えてください。

施策の目標は、概括的な目標を示すものである
ことから、ここに地域を支える組織の例示を多数
列挙した表現とすることは難しいですが、地域
NPO団体との連携・協働については重要なもの
であると捉えており、課題解決に向けた取組内
容の③「地域を支える組織や関係機関等との連
携・協働」の中で明記させていただいております
ので、その中で連携・協働を推進してまいりま
す。

△

11 ページ
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27

【目標像5　50ページ】
まず、LINEの取り組みは気軽にコミュニケーショ
ンがとれてとても良いと思います。資料拝見いた
しました。市の発展、様々な支援に期待が膨ら
みました。
反面、子育て支援は「実際に良くなるのだろうか
…」とやや懐疑的です。私が住んでいるマンショ
ンでは子育て世帯が非常に多く住んでいます。
近くの公園も子供たちで溢れています。住民た
ちと意見交換していると、やはり子育て支援を
もっと求めています。保育園になかなか入れな
い、一時保育をもっと気軽に利用したい、学費が
安くならないか、などです。私も子育て支援が充
実されるとより住みやすくなるし和光市から出たく
ないと思うでしょう。この辺りが具体的に進むとよ
り良いなと思っています。今後の発展に期待して
おります！

描く未来の実現に向けた基本戦略の１つとして、
「子どもたちや子育て世代の支援」を掲げ、子育
て支援については今後10年間の重点事項として
位置付けております。保育園の入園や一時保育
などの課題についても、目標像や個別施策の中
で位置付けており、少しでも子育て支援の充実
を目指してまいります。

□

26

【施策4-7　48ページ】
学校・学童保育・わこうっこクラブなど、学校を中
心とした施策も重要だが、学校以外の居場所を
整備することも重要である。
昨今では中高生が公園に集まるだけで通報され
るなど、肩身の狭い思いをしている。公共施設や
公園で安心して遊べる居場所と地域で見守る仕
組みの充実を急ぐ必要がある。
学校を中心とした事業では、どうしても管理が優
先してしまい、子どもたちの自由な主体性は発
揮しにくい。学校とは異なる受け皿も用意しない
と、逃げ場のない子どもを増やしてしまうのでは
ないか。
子ども権利を尊重するためには、子どもたちの
意見を聞き、それを施策に活かす仕組みも強化
していく必要がある。
子どもの意思で選んで行ける場が、子どもたち
の行動範囲内にあることが重要である。そこでは
用意されたプログラムではなく子ども自身が考え
て活動できる環境が、日常的にあることが望まし
い。プレーパークや青少年を育てる会の活動、
自治会の交流活動や子ども食堂など、市民が中
心となっている場を行政として支えてもらいた
い。
民間を活用した児童センターにおいても、地元
の市民との協働ができる場として運用面で行政
のコントロールを期待する。
ワークショップのまちづくり会議でも多くの意見が
出ていたようだが、これをどの部分で活かし、実
現にむけて進めていくのか。それを検証する機
会を今後も作ってもらいたい。ワークショップはそ
の場限りでなく、市民が常に問題意識を持ち続
けていくことが大切で、生きた市政に欠かせない
視点だと思う。

本市としても、学校以外の心理面を含めた居場
所づくりが重要であると捉えております。そのた
め、この施策４－７「児童や青少年の居場所づく
り」においてはもちろんのこと、様々な施策を通じ
て、子どもたちが様々な方と繋がり、自分の居場
所を自分で選べるようにしていくことを目指して
いきます。そのためには、市民が中心となってい
る様々な場が重要であり、市としても連携を通じ
て、それを支えていきます。
ワークショップの場として設置した和光１００年ま
ちづくり会議に関しては、本計画の確定後も、こ
の計画を共に推進していくような場づくりの工夫
をしていくことを企画しております。

□

12 ページ
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28

【目標像5　50ページ】
子育て世代が安心できる仕組み作りが必要で
す。具体的には、子供への暴行、性犯罪の抑止
は昨今のベビーシッター会社の不祥事等、優先
課題かと思います。難しいかもしれませんが、例
えば、教育に関わる方々の性犯罪の前科有無
チェックや、学校内の監視カメラ、子供たちへの
警戒心の適切な持たせ方等々。また、いじめ保
険等のサービスもでているため、スクールロー
ヤーの契約等。

ご意見のとおり、子どもや子育て世代が安心でき
る環境にしていくことについては、市としても重要
な観点として捉えております。
児童虐待防止については、児童虐待防止を推
進するための取組である子ども家庭総合支援拠
点の制度導入を基本戦略の中で位置付けるな
ど、重点的な取組の１つとして位置付けていま
す。
その他具体的な施策につきましては、プライバ
シー保護などのバランスも取りながら取捨選択し
ていく必要はありますが、例えば、不審者侵入を
抑止する観点からの監視カメラの設置や、子ども
たちへの警戒心を持たせるために防犯ブザーを
持たせるなど、様々な取組を行っているところで
す。なお、スクールローヤーの契約は行っており
ませんが、市として顧問弁護士との契約を行って
おり、学校関係も含めて法的な観点で専門的な
検討を要する場合には弁護士とも適時に相談を
し、法的な観点での適切な対応を行っているとこ
ろです。

□

29
【目標像6　54ページ】
少子高齢化が心配

本市としても、少子高齢化については、重要な
社会課題と捉えております。それを踏まえて、本
計画を策定しております。

□

30

【施策6-3　58ページ】
③認知症施策の充実
東京ガスグループでは、地域のサービス窓口で
ある「東京ガスライフバル」が「安心・安全な高齢
者地域見守り活動」に関する協定を一部の行政
さまと締結しています。認知症に対する正しい知
識と理解を持つ「認知症サポーター」を取得し、
地域の見守り活動、可能な範囲での手助けを行
い、高齢者の暮らしを支える取り組みに協力して
おります。
本施策の具体的な展開にあたっては、地域にお
ける民間企業との連携強化について、弊社が貢
献できると考えています。

貴社の事業活動に限らず、認知症サポーターと
ともに認知症施策の充実に取り組んでいくことは
重要であることから、「認知症サポーターと連携
するなど」といった形で、その旨を追記いたしま
す。

◎

31

【施策6-3　58ページ】
④高齢者の住まいの確保
高齢者政策における「ヒートショック対策」は、大
きな社会的課題となっております。東京ガスグ
ループは、高齢者が住み慣れた家で、安全・安
心に暮らし続けるために、業界企業と連携した
「ＳＴＯＰ！ヒートショック」キャンペーンの展開
や、日本気象協会と共同で「ヒートショック予報」
を提供する等、ヒートショックの認知度向上・予防
対策の理解促進、さらに住まいの温熱環境バリ
アフリー化提案を実施しております。
本施策の具体的な展開にあたっては、高齢世
帯・住宅における浴室暖房等の「ヒートショック対
策」について、弊社が貢献できると考えていま
す。

個別の事業活動の内容について、市政の大枠
を示す総合振興計画に明記することはできませ
んが、ご提案ありがとうございました。

□

32

【目標像9　70ページ】
和光北インター周辺のSA計画の際に、群馬県
玉村スマートインターのような周辺に道の駅を作
り、高速利用者も立ち寄れるようにしてほしい。

ご紹介いただいた事例なども含めて研究してい
くため、事業実施にあたっての留意事項として、
ご意見を担当課にお伝えいたします。

□

13 ページ
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【施策10-3　82ページ】
いつもお世話になっております。会議に参加をし
てのべられなかったことを書きます。和光市は、
文化・スポーツ振興公社がありました。いつの時
代か忘れましたが、この「スポーツ」がなくなりまし
た。「スポーツ」に対する意識を自治体と一緒に
考えて行けたらと思います。競輪のオリンピック
選手の梶原選手も誕生しました。隣に自衛隊の
体育学校があり、一流選手と出会える素晴らしい
環境にあります。和光市で生まれた子供たちか
らまたオリンピック選手が輩出できたらうれしいで
すよね。市営の和光スポーツアイランドのスポー
ツ施設の誕生はとても喜ばしいことであり、これを
有効的に活用しないともったいないと思います。
和光市内の青少年たちのスポーツの出会いの
場や本物のスポーツ選手と出会える場になった
らと。(育成もできれば本当に素晴らしいです)自
治体も絡めて、可能性豊かな子供たちの健全育
成にスポーツのきっかけづくり、居場所づくり、ス
ポーツコミュニティをつなぐ、スポーツってワクワ
クする、になるといいと思いました。和光市の文
化はとても裾野が広い。出会いの場所がたくさん
あります。スポーツも同じように考えていただけた
ら幸いです。健康増進にはとても大切です。第５
次和光市総合振興計画の基本構想に盛り込ん
で頂きたいと思います。

現在の和光市文化振興公社ですが、かつては
和光市コミュニティ振興公社という名称で様々な
活動を行っていました。現在の和光市文化振興
公社と同等の外郭団体としてスポーツに関する
公社を新設することは厳しい財政状況の中非常
に難しいことであり、総合振興計画にそれを盛り
込むことは難しいこととなります。このため、ス
ポーツ振興の重要性については市としても認識
しておりますので、施策１０－３のスポーツ・レクリ
エーション活動の推進を第五次和光市総合振
興計画の中で進めてまいります。

△

34

【施策11-2　87ページ】
地域NPOと子どもの活動、市民活動支援
加えてほしいです。

理由は、学区域ごとの子どもの遊び場づくり、移
動型遊び場をしない展開することで地域の子育
て世代をつなぐ事ができるからです。
今の地区社協は、若い子育て世代の意見を集
めるには、平日夕方の会議や、役員の負担が大
きく参加しづらいからです。
もっと地域住民が多世代で交流できる場は、地
域で集まることのできる遊び場を開催して支援し
ながら自然なまちづくり、ちいきづくりの参画を促
すことができる。
そこで育った子どもたちが地域、街、人とつなが
ることがとても大事だからです。

学童保育や、わこうっこクラブだけでは、こぼれ
落ちる子どもたちがいる。中高生と地域をつなぐ
場づくりもプレーパークなら体験活動を通じてつ
ながることができる。
には、行かない子どもたちの選択の幅を広げて
おきたい。
ただ遊ぶだけですごせる子供の権利を尊重でき
る街であってほしい。
自然豊かで、都市に近いまちだからこそ、
塾、習い事、情報の届かない子どもたちの受け
皿が必要です。

ご意見を踏まえ、取組内容②の４行目の「団体」
を「市民活動団体など」とし、子どもの活動を支
援している市民活動団体などが連携先として意
識されていることを明確にいたします。
市民活動支援については施策１１－３「協働によ
るまちづくりの推進」にて改めて取り上げるため、
この施策１１－２「地域で支え合う福祉の推進」の
箇所での追記は見送ります。

〇

14 ページ
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35
【計画の構造について　99ページ】
Ａ４に記載しているがＡ3を使う。第4次計画のよう
に各分野計画の期間を記入する。

Ａ３での資料にすることにより、より見やすい資料
にできるのではないか、という趣旨のご提案と受
け止めさせていただいております。A３の資料を
織り込むと、印刷時のコストなどの観点からデメ
リットが大きいため、極力Ａ４の資料で作成するよ
う心がけているところですが、いただいたご意見
を踏まえ、より見やすいものとする努力を冊子デ
ザインの段階で行っていきたいと思います。
もう１つご提案いただいた各分野計画の計画期
間の記載につきましては、第五次和光市総合振
興計画の策定にあたり改めて検討したところ、１
０年間の総合振興計画の期間との対応関係を考
えると、現時点での分野計画の期間（四次総期
間も含む３年間や５年間のもの）を掲載した場
合、計画期間の対応関係が取れないという整理
に至ったことから、計画期間の記入は行わないこ
ととなりましたので、ご理解をお願いします。

〇

36

【計画の推進について　100ページ】
Ｐ１００では、２．計画の推進について（４）計画の
推進に当たっての考え方があるが、ｐ１０２には
３．計画の推進に当たっての考え方があるので、
用語を整理した方がよい。

両方の用語につきましては同一の内容を指して
おります。そのため、同一の用語を用いておりま
すので、ご理解をお願いします。

△

37

【計画推進に当たっての考え方　102ページ】
内容は第4次の65件とほとんど変更はなく、第4
次計画では「構想の推進に当たって」の個所で
協働・行財政改革、透明性を高めた地域経営に
１２件挙げており分かりやすい。

第四次和光市総合振興計画における「構想の
推進に当たって」における内容を継承しておりま
す。整理の仕方を見直したため、これまで第四
次和光市総合振興計画を熟読いただき、見慣
れている方には見慣れないという印象を持たれ
る場合もあるかと思いますが、同様の趣旨で計
画を推進してまいりますので、ご理解をお願いし
ます。

□

15 ページ
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【全体】
総合振興計画は、和光市の将来の在り方に対
する大局的な方向性を示すためのものと考え
る。その観点から、優れた住宅都市（快適環境
都市）として、まず提起すべきことは，自然環境
の維持と開発（都市化）の調和である。現在、和
光市は交通便利な東京都のベッドタウンとしての
開発（都市化）が、極めて急速に進んでおり、こ
れまで残存してきた自然環境（身近な自然：緑
地・湧水地等）が急速に失われつつある。その開
発状況は、一部の都市計画地域を除き、極めて
無秩序に進んでいる。このような開発が進めば、
密集した過密な都市が生じ、近い将来（５０年
後？）のスラム化した都市が形成されつつあると
感じる。表記計画には，「ワクワクや賑わいの創
出」が前面に強調されている。これが市民の求め
る和光市の将来像であろうか。「賑わい」は一時
的な華やかさであり、安心して落ち着いて住める
「快適環境都市」の姿とは思えない。
住宅都市としての基本的な要素は，空気、水、
そして緑地などの身近な自然（緑地・湧水など）
の存在であり、密集する住宅と過密な賑わいで
はない。自然環境は直接経済的な利益を創出
するものではないが、「重要かつ基本的な社会
資本」であるとの認識が不可欠である。この点
で、本振興計画には，この基本理念がほとんど
明示されていない。華やかな「賑わいとワクワク」
などの「振興」が強調されており、将来への基本
理念がもっと盛り込まれる必要がある。「経済発
展を至上」とする理念から、「持続可能な社会」を
求める近未来の社会のあり方（あらねばならない
環境）への移行が盛り込まれた「総合振興計画」
となることを切望する。
将来の市民が求めるものは、華やかな町であろ
うか。通常の生活や、通勤・通学の過程で、「安
らぎ」や「潤い」が感じられる町ではなかろうか。
そのためには「身近な自然（湧水や緑地）」が残
される、開発と自然環境の維持の調和がある将
来の町づくり，社会資本としての自然環境の維
持、が提起されるべきと考える。本計画には、一
部その趣旨が含まれているが、近年の無秩序な
都市化の傾向を、「調和」に導くためには、開発
と環境の調和を明確に提唱する内容が不可欠
である。
隣接する板橋区や練馬区の住宅密集地を歩く
と、近未来の和光市の「過密な都市像」が想起さ
れる。和光市の特徴的な道ばたの湧き水やそれ
を取り巻く斜面林は、当たり前の環境として、潤
いや安らぎ、子供達の自然とのふれあいを保つ
貴重な社会資本である。それは人工物で形成さ
れた公園や花壇などではない。本計画を読む
と、ひたすら既存の「経済的繁栄」を追い求める
内容が感じられる。和光市の「振興」計画が、持
続可能な社会、安らぎと潤いのある町づくりを明
示するものとなることを切望する。

自然環境の維持と開発の調和につきましては、
本市としても重要な課題であると捉えておりま
す。そこで、将来都市像においては、賑わいを
趣旨とした内容も含まれておりますが、それと同
等以上に湧水をはじめとした自然環境の維持な
どを強調しております。この将来都市像に即し
て、自然環境の維持と開発を調和したまちづくり
を進めてまいります。

□
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【全体】
本案「第五次和光市総合振興計画基本構想【令
和３～１２年度】（素案）」について、弊社は基本
的な考え方および課題解決への具体的施策内
容について賛同いたします。
東京ガスグループとして、以下の施策内容につ
いて、弊社の知見・経験を活かすことで本構想
に貢献させていただけると考え、意見を提出させ
ていただきます。

本市の総合振興計画を丁寧にご確認いただい
たうえで、その実現に向けたご提案をいただき、
ありがとうございます。

□
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【全体】　
(意見) 我が国人口減少社会と和光市・生産年齢
人口割合の減少による問題において、ナーバス
になる計画案はやめていただきたい。
(理由)　世界規模で見れば、毎年1億人ずつ人
口が増え続けているため、今や70億人を超えて
いる地球はパンク状態。これにより、食料問題や
資源の枯渇のみならず、環境破壊にも拍車がか
かり、国際情勢も今後益々緊迫していくことが懸
念される。(N国党党首・立花孝志氏のYouTube
参照)　つまり、地球規模で見れば人口減少社会
は大変良いことである。問題なのは、現況の年
金制度と医療システムを税制に頼りすぎる点で
ある。医療費無料ばかりかパチンコもOKの生活
保護受給優遇システムこそ問題にすべきであ
る。つまり和光市勤労者に頼る切る施策ではな
く、最悪セーフティーネットを必要とする市民に
生活保護を受けやすくする施策こそ不可欠とな
る。また、先進国の中ではトップクラスとなる我が
国人口密度の高さから見ても、これ以上、三密
にしてどうするのか論点がずれている。やはり地
球規模の大局案を当計画案に求めたい。
（Mさんによる意見）

日本社会全体では、生産年齢人口割合の減少
を前提とした計画が策定されることが多くなって
おりますが、第五次和光市総合振興計画の策定
にあたり実施した人口推計によると、計画期間終
了時における総人口や生産年齢人口割合の減
少は見込まれていないことから、これを踏まえた
本計画は生産年齢人口割合の減少による問題
において、ナーバスになる計画案とはしておら
ず、ご意見の方向性に沿った計画とさせていた
だいているものと考えております。
ただし、高齢者の人口が増加することになるた
め、それにあたっての社会保障の問題について
は本市においても課題として捉えております。

□
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【全体】　
(意見)今後、内閣府から新たな緊急新型コロナ
対策支援金が和光市へ支出される際は、飲食
店支援策と称する事業への配分を和光市は金
輪際、控えていただきたい。そして、継続性の勤
務が期待される地元スーパーマーケット店員、
歯科医院従事者、介護福祉士等へ新型コロナ
手当として配分していく第5次振興事業計画とせ
よ。
(理由)本件支援策は、市内176軒数の飲食店　
(自治会優待カード使用可の加盟店)の救済処
置が動機となり、一軒の飲食店につき、10万円
の支給となる事業である。それだけに納得し兼
ねる。まず、外食に関心の低い地元市民にとっ
ては、生命線となるスーパーマーケットと比較し
ても無用のものである。然るに緊急性は低く、仮
に全店廃業になろうとも、市民生活の影響度は
低い。各飲食店勤務者の生活支援に大儀があ
るとしても、全店一律10万円支給をしたのは軽率
だ。和光市は相当の昔から、メインのアパート経
営等の不動産収益を得ながら副業的に自社ビ
ルで飲食店を開業するオーナーも実態として今
日も少なからず存在する。結果、和光市の調査
不足によって、裕福なオーナーの元にも余分に
10万円ずつの国税が支出されたことになる。ま
た、何よりも懸念するのは、10万円支給される各
店は特に今年7月31日までは、飲食割引キャン
ペーンを実施していくことが支給される条件と
なっている。これにより、どこかの飲食店がテイク
アウトもせずに、全品半額キャンペーンなるもの
を実施した際、欲につられた市民が大勢押し寄
せることで、三密状態に陥る危険性が生じる。そ
うなれば、飲食店内感染なるものが蔓延し兼ね
ない。もうすでに実施中の先決処分事業だけ
に、最悪の事態にならないことを祈るしかない。
そして、次なる支援策の際は、和光市民全域に
期待される優先順位の高い職種への支援策事
業にしていただきたい。ゆえに、今回のこの愚策
を他山の石として、次なる支援事業に生かす企
画案にして下さい。
（Mさんによる意見）

新型コロナウイルス感染症については現在向き
合うべきとても重大な論点であると捉えておりま
すが、内閣府の新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金につきましては、令和２年
度内での制度となっており、令和３年度以降での
交付は見込まれないことから、第五次和光市総
合振興計画に、新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金に関する対応方針を示す
ことはできないため、ご意見については反映させ
ることが難しいものとなっております。

△
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【全体】　
(意見)　市民意識調査アンケート分析の指針とな
る統計学の中でも、特に重要なツールは有意差
検定である。その実用的な有意差検定をより多く
の和光市職員に理解させるには、計画的な効率
性ある研修講座が不可欠となる。然るに、政策
課は5年計画に及ぶ上記研修計画を本件プラン
とせよ。
(理由)　市民意識調査とは関係所管が5年に一
度、事業計画の指針とすべく計画書を制作する
際に必要とする和光市民対象のアンケート調査
である。
この調査費用と計画書製本代として、担当所管
は、500万円～800万円以上の予算を計上する
ケースも生じるだけに、尚更、統計学の知識を生
かしての有効な調査が求められる。そうでなけれ
ば、調査委託会社に和光市が的確な指示も出
せなくなる。さて、本件調査で特に考慮する手法
が和光市民男女の動向や年代別動向等であ
る。当然、男女差の分析、10代から70代以降等
の年代差の分析もすることとなる。しかし、ここで
生じる問題は、女性の回収サンプルデータに比
較して、男性の回収データが極度に少ない場
合、あるいは、中年層、老年層のサンプルデー
タに比較して若年層のデータ回収率が特に低
かった場合である。この際、単純にパーセンテー
ジの分析で多いか少ないかを論じることは、フェ
アな検証と言えなくなる。最悪、単純なパーセン
テージ分析での評論は、統計不正問題となる計
画案へと成り下がる。然るに、ここをカバーする
のが有意差検定である。一例で、和光市民の読
書傾向を男女差別と年代差別で見た際、大きな
差が生じるかの分析を試みる場合、上記の問題
点を意識するアンケート調査が不可欠となる。結
果、男性と若年層の集客データが特に少なかっ
た際は必ず、有意差検定で検証した考察にまと
める責務が生じる。それにより、科学的統計実証
データに基づく計画書と認定されることとなる。
但し、研修講座となれば、男女差と年代差別の
視点だけでは、興味の持続性に問題が生じる。
そこで、発刊書籍「血液型人間学は科学的に実
証されている!」の著者である岡野誠氏の発案と
なる、ABO式血液型別なる4種類の優位差を見
る有意差検定の力を借りる必要がある。この書籍
内容に、受講生職員が有意差検定に関心を強く
する打開案が記されている。実際、各スポーツ界
や職業別における、ABO式血液型別の有意差
検定では、数々の興味深い有意差の出る検証
結果を得ている。優先的にここを押さえることで、
次なる男女差と年代差別の検証へと興味を向わ
せる効果を生む。この突破口なる彼の発案を利
用しつつ、政策課としては各和光市職員に実用
的な有意差検定を上手く解説できる臨時講師の
発掘をしつつ、5年以内により多くの和光市職員
がこれを理解していただける計画案にせよ。そし
て政策課は以上の意見と理由を精査し、上記発
案以外の対案があるなら、それをコメントせよ。あ
るいは、仮に今後の市民意識調査の活用に有
意差検定の必要性が無いと判断するなら、必要
性無しの理由を具体的にコメント願いたい。
（Mさんによる意見）

各種計画策定にあたっての市民意識調査など
の統計調査は確かに重要なものですが、市職員
の業務全体の中では大きな割合を占めるもので
はないため、多くの和光市職員にご提案いただ
いた血液型による有意差検定を含む統計調査
に関する詳細な研修講座を受講させることは費
用対効果の観点からは難しいのが現状です。
そのため、市民意識調査にあたっての留意事項
を市民参加手続マニュアルにて示すことで計画
策定に携わる職員が遺漏なく事務を遂行するこ
とができるようにするとともに、特に統計分析に専
門性を要する場合には調査会社等によるサポー
トを受けるという体制を取っております。

（※「そこで、発刊書籍…」以降の文章につい
て、和光市総合振興計画審議会第６回会議で
の資料において欠落しておりました。お詫び申し
上げます。）

△
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【全体】　
(意見)　和光市は和光市サンアゼリア大ホール・
小ホールなる箱物をすみやかに解体し、大型保
育園や貸出専用の民間委託図書館等の機能を
兼備えた複合公共施設に建て替える計画案とす
る第五次振興計画にして下さい。
(理由)　変異能力も高い新型コロナウイルスだけ
に、それが一時的に収まったとしても、今後5年
スパンで見て、第2波、第3波と到来する危険性
を解く専門家は多い。そうなれば、サンアゼリア
大ホールと小ホールは無用の長物と化す。まし
てや、文化事業なるものは優先頻度が低く、ある
意味、贅沢なものである。ミニ講座なるものが市
内各公民館で実施できれば充分である。そし
て、成人式等の大型イベントは今後、総合体育
館を活用することで特に問題ない。問題は活用
頻度が減少し続けるにも関わらず、そこの年間
維持費の指定管理料として今後も指定管理者で
ある和光市文化振興公社へ年間約2億円の予
算を投入し続けなければならない懸念材料であ
る。劇場ホールの法定耐用年数が41年で見て、
当ホールの残存年数が15年あるとしても、既に
築26年の経過となるため、このまま維持するには
年間2億円のランニングコスト以外に大規模修繕
費用の多大な支出がすぐにでも到来するだけ
に、和光市の英断が尚更に迫っている。一方、
当公社としても今後、国が定める業界ガイドライ
ンの変更基準に合し、現況の入場座席率を今の
3分の1から2分の1に上げたところで、赤字幅の
拡大回避は厳しいと見るのが関係者の見立てと
なる。こうなれば互いに不幸な状況が今後も継
続しよう。今回の不可抗力な事態が生じた場合、
当公社と和光市の協議次第によっては、上記の
英断を市長と市議会がしていくのは可能である。
さて、上記の建替え意見案は、あくまでも一例で
ある。児童の3密をも回避する大型保育園が在
れば、それをお目当てにした多くの若手高額所
得者が和光市へ移住していただくことで、何かと
困窮する和光市財政再建にも貢献しよう。貸出
専用の民間委託図書館の併設は、在宅機会の
増える現状にあって、読書の需要ニーズに答え
るのみならず、ツタヤ等の民間運営ノウハウを採
用することで、現況の図書館事業への刺激策と
なる。むろん、近郊の和光市広沢整備計画との
兼合いも調整しつつ、当案以外に最大数の市民
ニーズに生かされる案があれば、イノベーション
工事になるかリノベーション工事になるかの検討
も含めつつ迅速に検討していくべきである。
（Mさんによる意見）

新型コロナウイルス感染症について、どの程度
長期化するかどうかは確かに不透明な部分はご
ざいますが、現段階でサンアゼリア大ホール・小
ホールが無用の長物となるほどに深刻な感染状
況となるか見通せない中で、ご提案の多額の建
設費用を要する計画を盛り込むことは難しいの
が現状です。

△
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【全体】　
(意見)　例年、和光市で採用される12名前後の
一般事務職新規正規職員の採用を極力控える5
年スパンの計画案にせよ。
(理由) 来年の夏季に開催延期された東京五輪
は事実上、中止が濃厚。結果、その特需の経済
効果が無くなるどころか、マイナスの経済要因が
強く覆い被さる。更に、アフターコロナ問題による
経済困窮者の増大。今後10年スパンで見る和光
市税収不足予測の状況にあって、和光市は来
年度以降も12名の上記職員の採用を継続して
いくつもりなのか。民間正規社員の平均年収・約
510万円も今後は著しい下降線の一途を辿るだ
ろう。この状況下で平均年収630万円以上(退職
金の積み立て分も含めれば更に負担が加算) に
も及ぶ和光市正規職員だけに、今後は和光市
正規職員を減らすスタンスが益々求められよう。
しかも、AI時代の到来となれば、理数系専門職
の職員と違って、一般事務職は益々不要にな
る。今後、人材補強を必要とする事業において
は、民間からの中途採用や非常勤職員で穴埋
めしていくべきである。そして政策課は以上の意
見と理由を精査し、AIシステムが今後、一般事務
職の業務をどれだけカバーできるか。そして、非
正規の一般事務職非常勤職員(時給970円)では
カバーしきれないのかの視点に立った本件コメ
ントにせよ。
（Mさんによる意見）

職員採用については、本計画の推進にあたり必
要な人員を検証する計画である和光市職員定
員管理計画において検討する性質のものとなり
ますので、総合振興計画の中で盛り込むことが
出来ないことにつき、ご了承ください。

△
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【全体】　
(意見)　展示ホール・企画展示室の使用用途を
和光市保健福祉部職員の勤務オフィス用に変
更する計画案にしていただきたい。つまり、市庁
舎内1階に位置する現在の当部署各課の現況ス
ペースは今まで通り使用させつつ、保険福祉部
職員の勤務スペース拡張案とするものである。こ
れに沿う形での第5次振興計画とせよ。
(理由)　現在、新型コロナ騒動で使用されない上
記スペースを保険福祉部職員用の更なる拡張
用の勤務スペースとして使用させるべきではな
いか。物理的に当ホール展示室は当部署と隣接
に近い近郊状況だけに高いメリット面となる。
仮に当ウイルスが一時的に収まったとしても、イ
ンフルエンザのように今後、人類は当ウイルスと
半永久的にお付き合いしていかなければならな
い、とする専門家の予測もある。それならば、当
部署各所管としては最悪の状態を予期する
フォーメーションを整備しておく必要がある。現
況も市民来訪者が一番多い部署だけに、何かと
三密状態も覚悟しての勤務体制となる。まして
や、生活困窮者による生活保護受給相談と基礎
疾患の悩みを抱える市民相談のニーズが今後
益々増大するとなれば、関係所管スタッフの質
量充実の人員配置も急務となれば、当部署は
益々三密環境状態へと悪化する。しかも、昨年
度に勃発した前保険福祉部長の不祥事なる大
事件の再発防止策としての監視体制の難題も抱
える当部署だけに、人間関係をギスギスさせな
いように、物理的な余裕ある空間で勤務させるこ
とこそ優先すべき課題である。
（Mさんによる意見）

市庁舎１階における窓口部門の勤務スペースの
狭隘化については、本市としても課題として認識
しております。そのため、執務環境の改善に関
する取り組みにつきましては、第３章　どのような
仕組みで進めるのかの「３　計画推進に当たって
の考え方」の「（２）行財政改革の推進」の「⑤公
共施設マネジメントの推進」において検討してま
いります。

□
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【全体】　
(意見)　来年度の予算から和光市は外部委託の
知識人と市民の目線を入れた和光市事業点検
を採用した上での予算編成にして下さい。その
実現のため、企画部は和光市364事業中、5年
間で何事業数の事業点検を可能とするかの見
積もり及び、今後、優先的に事業点検すべき事
業は何かをランク付けした検証結果を第5次振
興計画書に表記願いたい。
(理由) 364事業ある和光市各事業は近年、和光
市事業評価で実施されている。
市民の目線が入らないこの評価システムは事実
上の内部調査であり、やはりコスト意識の評価
チェックは甘い。一部の事業のみだが、かつて
和光市で数年前まで松本市長の指揮の元、実
施していた事業点検では、選別事業の人件費も
評価の対象にしていた。それも、正規職員と非
常勤職員の平均年収を表記しつつの事業点検
であった。やはり、事業費のみならず、人件費も
重視してこその事業仕分けであり、より正確な行
政評価となろう。このシステムを当計画案に採用
せずして、今後も図書館の完全民営化や指定管
理者制度の選択肢も取りにくいだろう。変異能力
が高い新型コロナウイルスとの共存やアフターコ
ロナ問題も、今後10年以上見据えるスタンスが
企画部に求められるだけに、当面不要な事業は
何かを検証するには、身内の内部調査では話に
ならない。例えば、今年度秋の市民祭り、成人式
そして国際交流事業は早急に中止の表明をす
べきところと考えるが、それをするのに懸念され
る事業をまずはピックアップしての緊急和光市事
業点検実施の仕組みを不可欠とする。そうするこ
とで、浮いた人材を保険福祉部へ配置転換しや
すくなろう。
（Mさんによる意見）

ご提案いただいたご趣旨と同様の趣旨から、過
去数回に渡り外部有識者と市民を交えた事業仕
分けや事業点検に取り組みましたが、回数を重
ねるごとに事業見直しの効果が薄れてきたことな
ど、事業点検を実施すること自体の費用対効果
も課題となっておりました。
直近で当該手法による事業点検をしたのが平成
26年度であり、その後一定の期間を経過してい
ることから、再度事業点検を行うことが効果的な
可能性がある一方、事業点検を行うこと自体の
費用対効果にも課題があることから、事業点検を
行うかどうか自体を予算編成上慎重に検討する
必要があり、直ちに実施するという判断には至れ
ないことから、第五次和光市総合振興計画への
明記は見送ります。

△
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【全体　計画書の構成】
第1章から将来都市像の記述に入っているが、ま
ず、計画の趣旨、目的、背景、期間、構成などに
ついて記述したうえ、本論に入るのが理解しや
すい。総合計画は各方面で共有されるものなの
で、一般的な方式に従った方がよい。これらは編
集の問題であり表紙と中身のザインとともにコン
サルタントを起用したらよいと思う。

計画書の構成につきましては、ご指摘のような論
理構成にすることも考えられますが、本論に至る
までに多くのページを割くと、本論にたどり着く
前に読むのをやめてしまう市民の方も想定される
という問題意識から、今回は最も伝えたい本論
であるまちづくりのコンセプトから説明するスタイ
ルに見直しています。
これまで第四次和光市総合振興計画を熟読い
ただき、それに見慣れてきた方に取りましては見
慣れない形式となりますが、より幅広い市民の方
に読んでいただけるようにするための挑戦とし
て、ご理解いただけますと幸いです。

△
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【全体】　
(意見)和光市第五次振興計画素案において、
世界的に蔓延している新型コロナウイルス問題
の対策視点が極めて皆無に近く、本計画案にほ
とんど反映されておりません。然るに本件問題の
対応策の視点も考慮した新型コロナウイルス対
策修正案にするには、ある程度の検証期間も要
するため、当計画案の9月議会上程を今年12月
議会まで延期する計画案に変更して下さい。
(理由)本素案では、今後10年間、和光市は労働
者人口が増えることから、和光市財政も右肩上
がりの予測としている。前者の労働者人口が増
える予測は、近年の副都心線開通の好材料から
妥当である。しかし、後者の税収アップの予測
は、新型コロナウイルス問題が浮上する以前の
状況から見た予測だけに話にならない。逆に右
肩下がりの税収不足を妥当とするなら、何のため
の5年～10年計画なのか。極めて最悪な状況を
見据えての施策を実践するのが行政の役目で
ある。楽天的とも言える本素案で計画を進めて
いくことは、行き当たりばったりの事業計画となろ
う。私が本件パブリックコメントで今回提出してい
る12件の意見書(本件も含む) の内、ほとんどが
新型コロナウイルス絡みの内容となるだけに、相
当な懸念材料を考慮する打開策の必要性も理
解できよう。新型コロナウイルス問題が反映され
ない昨年度実施の市民意識調査費用と市民参
加ワークショップ等報告書等で既に調査会社へ
1,026万円の予算を投入している手前上、1年近
くのタイムラグ内容となる素案に成り下がりようと
も、当所管は引くに引けない状況になっているこ
とが関係者の話からも推察できる。しかし、今年
度9月議会で本素案のまま計画案を通過させ、
そのまま500部数の計画書と5,000部数の概要版
を印刷することこそ大問題である。まず校正や印
刷代等で調査会社へ支払う約800万円の予算が
更に支出される。そして、肝心な要素が除外され
た本計画書を市議会議員のみならず、各事業に
関係する市民や中学生も読むだけに、極めて間
抜けな本件計画書として、中間見直しまでの5年
間は揶揄されよう。それならば、冷静なるご判断
を担当所管には求めたい。
（Mさんによる意見）

新型コロナウイルス感染症対策については、基
本的には、本計画の対象期間（令和３年度から
令和１２年度）外である令和２年度中に重点的に
取り組むべきことであることから、本計画におい
て新型コロナウイルス感染症について頻繁に計
画上で言及しておりませんが、新型コロナウイル
ス感染症の存在を無視して本計画を作成してい
るわけでありませんので、まずは、その点はご理
解いただけましたらと思います。また、今回のパ
ブリックコメントを通じていただいた様々な意見を
踏まえ、現時点で明らかに織り込む必要がある
新型コロナウイルス感染症を受けた対応（学校の
ICT化の強化）などは計画に織り込んでまいりま
す。
そのうえで、現時点で新型コロナウイルス感染症
関連で先行きが不透明なのは、深刻な蔓延の再
発が継続していくのかどうかという点や、新しい
生活様式と言われるものが極端な非接触型社会
を生み出すのかどうかといった点、すなわち、別
項目でご意見をいただいたようなサンアゼリア大
ホールが無用の長物になるほどの状況が長期
化するか否かになりますが、そのような観点での
判断については、仮に１２月議会まで延期したと
しても、その判断に大幅な変更が生じるとは考え
難いため、予定通り９月議会上程を目指して、策
定を進めてまいります。

□
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【全体　表現、言葉づかい】
第1章から第４章のまでの標題の言葉づかいはく
だけ過ぎている。副題の表現が適切である。目
標像として１２件を挙げて、末尾を形容詞で止め
ているが、それぞれ「まち」を付け加えた方が安
定する。

各章の表題については、親しみやすさを優先
し、あえて柔らかい表現としています。
市民生活の目標像については、まちを主体とす
るのではなく、和光100年まちづくり会議の成果
を活かして、市民を主体としたものとして設定す
ることとしたため、市民の状態を示した現在の表
現のままとします。
これまで第四次和光市総合振興計画を熟読い
ただき、それに見慣れてきた方に取りましては見
慣れない形式となりますが、より幅広い市民の方
に読んでいただけるようにするための手法とし
て、ご理解いただけますと幸いです

△

50

【ほか】
和光市での働く環境、特にITなどの企業の受け
入れをもっとしてほしいです。
働く環境が工場だったり仕分け、オフィス環境の
ような埼玉から東京都が近いメリットを作ってほし
い

市内での雇用の確保は重要であると考えてお
り、特に施策９－１の産業拠点の創出は、新たな
企業誘致を実現するための施策となります。市
内で働く場を増やしていけるよう、様々な施策を
通じて取り組んでまいります。

□

51
【ほか】
すごい

基本構想素案へのご賛同と理解します。 □

52

【ほか】
市の「イメージキャラクター」や「市章」等、電子
データ化をしたのちに、一元管理してほしい。担
当部毎ではなく。

ご意見として承り、検討させていただきます。 □

53

【ほか】
市内のどこかに、自動販売機コーナーを作り、周
辺からのモノ好きな方に来てもらう。（HONDAの
バイカー等）

ご意見として承り、検討させていただきます。 □

54

【周知アイディア】
計画を周知するため、下記のことを行ってはいか
がでしょうか。
スクランブル交差点の前に設置されているパチ
ンコ屋の大きなスクリーンにてうつしてみる。

周知に関するアイディア、ありがとうございまし
た。周知に向けた取組を検討していくにあたって
のアイディアとして参考にさせていただきます。

□
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